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研究成果の概要（和文）：本研究では、用手微振動法（MVT）の振動特性とその生理的効果について検討した。
振動特性を調査した研究1では、MVTの振動と静止時のわずかな振動（MV）の振動周波数が類似していることが明
らかとなった。研究2ではMVTの生理的効果を調査し、心拍変動解析と皮膚電位水準により交感神経活動の活性化
の可能性が示唆された。しかしながら、呼吸パターンのデータ解釈には不確定性が残り、今後の詳細な研究が必
要である。

研究成果の概要（英文）：This study examined the vibration characteristics of Micro-vibration therapy
 (MVT) performed by hand and its physiological effects. In Study 1, which investigated the vibration
 characteristics, it was found that the frequency of vibrations in MVT closely aligns with that of 
Micro-vibrations (MV) during rest. In Study 2, which investigated the physiological effects of MVT, 
it was suggested that MVT might stimulate sympathetic nervous activity as inferred from the heart 
rate variability analysis and the skin potential level. However, the interpretation of data on 
breathing patterns remains uncertain, indicating the need for further detailed studies.

研究分野：リハビリテーション看護

キーワード： 看護学　看護技術　リハビリテーション看護　振動
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の研究では現場で使用しているケアの効果について、そのメカニズムを検討することにより、より効果的な
手技の開発につながる基礎資料となる可能性がある。また用手微振動法というケアから人が人に触れる効果につ
いて、振動という観点から考察することにより、新しいケアの創出に繋がる可能性もあり、学術的・社会的意義
があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 最近、振動療法の研究が注目されている。振動療法は、主に全身振動療法と局所振動療法に分
類される。局所振動療法の効果としては、血管拡張や血流増加 [1] [2] 、創傷治癒の改善 [3] 
[4] 、疼痛緩和 [5] [6] などがあげられる。これらの報告は機器を用いた振動の調査であり、
直接手を使った振動ケアの報告はほとんどない。 
 
本研究の対象となる用手微振動法（Micro-vibration therapy：MVT）は、機械を使わず手で行
う局所振動療法で、この技術は両手を対象部位に当てて振動させ、その効果は、対象部位によっ
て異なる。胸郭・背面では痰の流れを良くし、腰部・臀部では便秘を改善する効果が報告されて
いる[7]。日本では、主に遷延性意識障害や廃用症候群の患者に使用されている。しかし、この
ケアは他の手技と組み合わせて使用されることが多いため、個別に評価されることはなく、MVT
の振動特性を正確に調査した報告もない現状であった。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は二つの目的に基づいて実施した。 
 
(1) MVT の振動の性質の調査：研究１ 
 特に今回は、MVT と静止時の振戦（Micro-vibration：MV）の周波数の関係性を中心に分析を進
めた。 
 
(2) MVT の効果：研究２ 
 自律神経の指標として、心拍変動解析と新たに皮膚電気活動と呼吸変動も加えて評価した。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 研究 1：MVT の振動の性質の調査 
 加速度計を用いて、以前の研究で収集していた MVT のデータを使用して、ベースライン（静止
時）を MVとして MVT との振動周波数の差を比較した。データ数は 45で、そこから欠損データを
除いた 39を評価の対象とした。 
 
周波数の算出は FFT 解析（窓関数：Hamming）を使用し、MVと MVT の振動周波数の差をウィル
コクソンの符号付き順位検定で分析した。本研究では、有意水準を p＜0.05 と設定し、それぞ
れの群間で統計的な差を評価した。周波数の平均は最も高いピーク周波数から求めた。なお、用
いたデータの加速度計の設定は加速度レンジ±8G、サンプリング周期 5ms、サンプル平均回数 1
回とした。 
 
(2) 研究 2：MVT の効果 
 研究デザインはコントロールと比較した AB 法とし、対象は 30代後半の成人男性（身長 170cm 
体重 70kg）、多チャンネルの生体信号計測機器を使用して、センサーは指尖容積脈波、皮膚電位、
呼吸（ピエゾ式）とした。 
 
研究プロトコルは、センサー装着後に環境に慣れる時間を 5 分間、ベースライン評価を 5 分
間、MVT またはコントロールの実施を 5分間、実施後の評価を 5分間とした（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 研究手順 
 



被験者の姿勢はうつ伏せ寝として、MVT は上半身の 4部位（僧帽筋・肩甲骨下端部、僧帽筋・
肩甲骨中央部、鎖骨中央部から僧帽筋を押し下げた部位、両肩関節ならびに三角筋）、下半身の
4部位（大殿筋下端、大殿筋中央部、両大転子部、腰椎 4～5番周辺）へ各部位 30秒程度とした。
コントロールは振動なしの各部位に触れるのみとして、ウォッシュアウトは 5分間とした。 
 
解析には、容積脈波データは FFT を用いたパワースペクトル解析を行い、高周波（HF）と低周
波（LF）のパワー比を算出し、自律神経系の活動度を評価した。皮膚電位については、皮膚電位
水準（SPL）として測定期間の平均を算出して評価した。呼吸周波数は、呼吸サイクルの開始と
終了を定義し、それらの間隔から算出した。これらの解析手法は、それぞれの指標が自律神経系
の活動をよく反映することが先行研究で示されているため選択した。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 研究 1：MVT の振動の性質の調査 
 MV と MVT の得られた振動周波数の平均は、MV＝8.34 Hz（標準偏差：2.62、最小値：2.73、最
大値：13.48）、MVT＝8.33 Hz（標準偏差：2.31、最小値：4.25、最大値：16.26）であり、それ
らの差に有意差は認められなかった（p＝0.8）。 
 
 この結果から MV、MVT の振動のピーク周波数は近く、人に触れるケアの効果が MV による影響
を前提に考えると MVT は人に触れるケアを強調した手技である可能性が考えられる。しかし、こ
れらの振動は複数の周波数帯が存在し、とくに MV については複数のピーク周波数がみられるた
め、今回の解析結果のみでは MV と MVT の振動周波数が類似していると断定は難しいと考える。
現時点では MVT は MV の周波数帯を含む振動を生体に与えるケアであるといえる。 
 
(2) 研究 2：MVT の効果 
 得られた結果について以下の表に示す（表 1）。 
 
表 1 MVT とコントロールの自律神経指標 

VLF LF HF LF/HF 呼吸(Hz) SPL:平均 SPL:SD

実施前 0.008 0.076 0.156 1.0 0.164 1.031 0.077

実施中 0.013 0.121 0.263 0.5 0.215 1.154 0.099

実施後 0.024 0.092 0.220 1.4 0.204 1.217 0.062

実施前 0.012 0.120 0.152 2.0 0.134 1.878 0.760

実施中 0.008 0.047 0.225 0.8 0.214 1.316 0.036

実施後 0.008 0.096 0.212 0.8 0.208 1.260 0.047
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※　SPL：Skin potential level　皮膚電位水準（uS）
　　SD：標準偏差  
 
 心拍変動解析でみると MVT とコントロールともに副交感神経の指標が向上し、さらに MVT で
は実施後において交感神経の指標が高く変動している。呼吸ではどちらも実施中と実施後にお
いて上昇している。皮膚電位水準でみるとコントロールは実施中と実施後に低下がみられ、MVT
では実施中にわずかに上昇を認めた。一般的に交感神経優位で呼吸数の増加、皮膚電位水準の上
昇がみられ、副交感神経優位ではどちらも低下するとされている。 
 
 この結果から MVT はコントロール（触れるケア）よりも交感神経への影響があると考えられ
る。呼吸については自律神経とは無関係に触れることでの変動の可能性が考えられる。また心拍
変動解析ではどちらも副交感神経の指標の上昇があり、これはうつぶせ寝による影響を考えて
いる。皮膚電位水準については、MVT とコントロールの実施前のベースラインの差が大きく、結
果への影響も否定できない。 
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